
裏面へ続く⇒ 

令和８年度 志賀町がん検診の内容・注意事項 

【対象者】40 歳以上 ・ 【検診費用】500 円 

検診バスに乗って受診します。バリウム（造影剤）を飲み、検査台の上で体の向きをかえながら胃部のエック

ス線撮影をし、胃の中を観察する検査です。胃がんは 50 歳代からかかる確率が増加し、我が国のがんによる

死亡原因の上位に位置しています。 

 注意事項 

・検診前日の夜 9 時以降は飲食をせず、入れ歯安定剤の使用も止めておいてください。 

・検診当日は朝食・タバコ・アメ・ガム等も控えてください。 

※検査２時間前までならコップ 1 杯（200ml）程度の水を飲まれても構いません。 

・何らかの疾患をお持ちの人は、事前に主治医に胃バリウム検査受診の可・不可、検査当日の内服薬の服用

等をご確認のうえで、慎重に受診をご検討ください。 

※主治医から指示されている高血圧・心臓病などの薬は、検査を受ける２時間前までにコップ 1 杯程度の水で内服してくださ

い。ただし、糖尿病で治療中の人は、検査当日の朝、糖尿病の薬の服用やインスリン注射をしないでください。内服薬の服用や

インスリン注射に関しては、事前に主治医にご相談ください。 

胃がん検診 （バリウム検査）

【対象者】40 歳以上 ・ 【検診費用】２00 円 

検診バスに乗り、胸部のエックス線撮影を行う検査です。肺がんは死亡数が男女あわせて一番多いがんです。

40 歳以上の人は肺がんの早期発見、65 歳以上（特に 80 歳以上）の人は結核の早期発見のために行います。 

肺がん・結核検診 （胸部エックス線検査）

妊娠中、または妊娠の疑いがある人は受けることができません。 

インスリンポンプ・持続グルコース測定器を装着している人は受けることができません。 

～胃バリウム検査による合併症および事故防止のため～ 

下記に該当する人は胃バリウム検査を受けることができません。 

検査当日を含み３日以上便秘が続いている人 

検査当日、糖尿病の薬を服用またはインスリン

注射をした人 

 現在、妊娠中またはその可能性がある人 

意思疎通が困難な人、寝返り回転が困難な人 

日常的に食物や飲物が飲み込みにくく、むせや

すい傾向にある人 

バリウム製剤や下剤にアレルギーがある人 

透析中・慢性腎疾患・心疾患で水分制限がある人 

腸閉塞やイレウスの既往がある人 

慢性呼吸器疾患で在宅酸素療法の人、脳圧亢進

でシャント中の人

検査前夜、９時以降に飲食した人 

現在、消化管系の炎症性疾患・潰瘍性疾患の治療

をしている人 

人工肛門造設中の人・1 年以内にお腹の手術をし

た人 



大腸がん検診 （便潜血検査）

検査容器をお渡しするので、自宅で２日分の便を採取し提出してください。 

【提出場所】集団検診：保健福祉センター・富来支所、 医療機関検診（個別検診）：受診医療機関 

随時、保健福祉センター、富来支所でも検査容器を配布します。（6 月８日～11 月末まで） 

胃バリウム検査を受けた人は、1 週間後から便を採取してください。 

 【問い合わせ先】 志賀町保健福祉センター ☎ 0767-３２-０３３９  

【対象者】５１，５６，６１,66，７１歳の男性 ・ 【検診費用】５００円（集団）,1,000 円（個別） 

採血のみの検査で、血液中にある前立腺に特異的なタンパク質の一種「PSA」の値を測定します。前立腺が

んは、男性のがんで 50 歳を過ぎると急増しています。 

★健康診査との同時受診で、町内医療機関でも受診ができます。

【対象者】４０，４１，４６，５１，５６，６１歳 ・ 【検診費用】無料 

肝炎の早期発見・早期治療を目的に血液検査します。ウイルス感染に気づかず放置していると、命にかかわ

る肝硬変や肝がんなどに進行する可能性があります。少なくとも一生に一回は検査を受けましょう。 

【対象者】40 歳以上 ・ 【検診費用】３00 円（集団・個別） 

便に混じった目に見えない微量な血液を検出する検査です。食事制限もなく自宅で行える手軽な検査で

す。大腸がんは近年増加傾向にあり、40 歳代後半からかかる人が増加し始め、高齢になるほどかかりやすく

なります。 

★健康診査との同時受診で、町内医療機関でも受診ができます。 

生理期間中の人は採便しないでください。 

がんは、早期発見・早期治療がカギとなります。 

あなたと大切な人のために、定期的にがん検診を受けましょう！ 

◆がん検診は自覚症状のない早期のがんを見つけるものです。すでに自覚症状がある場合は、医療機関を受診し

てください。 

◆検診の結果、精密検査が必要となった場合には、必ず精密検査を受診してください。 

◆検診はがん発見等に有効な検査ですが、がん検診で必ずがんを見つけられるわけではないことや、がんでなく

ても要精密検査と判定されることがあります。 

 

 

 

 

肝炎ウイルス検診 （Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査）

前立腺がん検診 （血液検査）


